

















































Green 査読前・査読後のどちらでもよい 1論文：1学会 脈管学（出版社版を利用可能）
Blue 査読後の論文のみ 1論文：1学会 医学教育（出版社版を利用可能）
Yellow 査読前の論文のみ 1論文：1学会
Acta paediatrica (author can 
archive pre-print,author cannot
archive publisher's version/PDF )



























小児感染免疫 出版社 開 本小児感染症学会
2012/8/26 MIS29 7
Gray 公 :日
日本小児皮膚科学会
7/6→7/23 公開承諾
a.出版社版（冊子体）の該当論文部分をPDFにて利用可
b.権利表示（この論文の著作権は○○学会に属する等）
c.出典表示
日本細菌学雑誌 7/6→返事なし
日本内科学会雑誌 出版社公開：J-STAGE
日本薬剤師会雑誌 7/6→返事なし
問題点
川崎Dr.から「論文を全て掲載して欲しい」の希望があったが・・・・・・
18論文しか登録できていない。
• リポジトリ公開承認をしている学会が少ない。
• 国内出版社の雑誌は承認されない。
• 川崎Dr.は、査読前後の原稿を保管していな
かった 保管している臨床医がいるか？、
• 医学論文では、患者さんを特定できる画像等
が使われているので論文作成時に患者さんに
許可を得ることが必要。
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まとめ
• 「業績リスト」として利用することで、病院では
話が進め易いと思うが、リポジトリに全文を登
録できる論文は少なく、「業績リスト」にするに
は難しい。
↓
全文公開できなくてもメタデータだけの登録で
「リポジトリ」としていいのか？
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